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巻頭言
GEO第19号では、「宅地盛土と道路盛土」をテー

マに特集を組みました。日々の暮らしを支える地盤
と土木構造物に関わる私たちにとって、足元にある
盛土の安定性は非常に重要な課題です。

近年、激甚化する豪雨や頻発する地震により、盛
土における地盤災害が増加傾向にあり、貴い人命
や財産が失われています。盛土は、土地の有効活用
という点では非常に合理的ですが、そこには地盤と
しての脆弱性が内在していることを忘れてはなりま
せん。

日本の歴史を振り返ると、盛土は古くから、地盤
掘削土を積み上げることで、副産物的に住居の周囲
で利用されてきました。たとえば古墳は大規模な
盛土構造物です。また、鳥取県の古代山陰道養
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C O N T E N T S

切り」と呼ばれる道路盛土の痕跡が見つかっていま
す。このように、盛土は古くから私たちの生活に深
く根ざした土構造物であると言えます。

現在、全国に大規模な宅地盛土が5万か所以上
存在し、小規模な盛土に至っては無数に点在してい
ます。すべての盛土が危険というわけではありませ
んが、地震や豪雨時に不同沈下や斜面崩壊など、さ
まざまなリスクを抱える盛土も少なからず存在する
のが現状です。道路盛土については、令和6年能登
半島地震における能越自動車道・のと里山海道での
大規模な盛土崩壊は記憶に新しいところです。155
か所の盛土のうち28か所で発生したこの崩壊は、
災害復旧作業を大きく妨げました。

人々の暮らしの利便性を高める盛土が、人々に災
いをもたらすことは、決してあってはならないことで
す。住宅や道路の建設前の調査や維持管理が、十
分に行われていないケースも少なくありません。盛
土の地盤災害を未然に防ぎ、安全な社会を構築す

るためには、地質調査に基づいた適切な調査・
設計・施工・維持管理が不可欠です。

本誌では、宅地盛土と道路盛土に焦点を当
て、それぞれの地質リスクと地質調査の重要
性について、地盤・土木の専門家に詳細な解説
をいただきました。さらに、最新のトピックとし
て、AI 技術の活用や能登半島地震の報告も
提供いただいています。本誌が、読者の皆さま
の日常の業務や生活に役立つと同時に、安全・
安心で持続可能な社会の実現に向けた取り組
みの一助となれば幸いです。
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1  はじめに
2024年（令和6年）1月1日、石川県能登地方を震源と

する地震が発生した。特筆すべき地盤被害として、内
うち

灘
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町
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の液状化やそれに起因する宅地被害などが報告されてい
る。ほかにも、宅地造成地の被害として谷埋め盛土（谷を埋
めて造成した地盤）や腹付け盛土（既設の盛土の側面に付
け足した地盤）が崩壊して宅地被害が生じる事例が報告さ
れている。これまでにも兵庫県南部地震（1995年）、東北
地方太平洋沖地震（2011年）、熊本地震（2016年）にお
いて宅地造成地の被害が報告されているが、今回も同様の
被害が発生している。ここでは、金沢市田

た

上
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の事例を
もとに、被害予防についての私見を述べたい。

2  金沢市田上新町の造成宅地被害
能登半島地震では、震源地から離れた金沢市田上新町

の造成宅地で大規模な斜面崩壊が報告されている。崩壊
箇所（写真 -1）は造成宅地の外周道路の外側の宅地で、
宅地斜面の崩壊とともに4戸の住宅が全壊していた。現地
調査の結果、崩壊箇所の周辺の宅地でも、住宅基礎やブ
ロック塀基礎に被害が確認できた。国土地理院（電子国土
Web）を用いた机上調査（図 -1参照）によると、1961～
1969年の空中写真では崩壊箇所にはまだ自然林が確認
でき、1974～ 1978年の空中写真では宅地造成が行わ
れ、住宅建築が進んでいるため、「宅地造成等規制法」が
制定された1961年（昭和36年）以降に造成されたことが
わかる。また、国土交通省の「重ねるハザードマップ」（図 -2
参照）によると、田上新町には谷埋め型の大規模造成地（赤
色部分）が存在するが、今回の地震で崩壊した場所は切土

（青色部分）であり、谷埋め盛土には該当しない。しかしな

鍋島 康之 明石工業高等専門学校  教授

宅地造成地の地震被害を
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がら、過去に行った他の宅地造成地の被災調査結果から、
今回の崩壊箇所に小規模な腹付け盛土が存在した可能性
がある。 

兵庫県南部地震の被害分析にあたった沖村氏ら1) によ
ると、宅地地盤被害が発生した要因として「地下水位は平
均地盤面 -5mと浅く、変動ゾーン内に地下水位が存在して
いる」や「崖
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（崖の下に土砂などが堆積してできた半円錐
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値の関係2) について調べている。全体的な傾向としては盛
土層厚が厚くなるほど、H/V のピーク値は小さくなる（図
-3）。しかし、宅地造成地の造成時期や造成規模は相当異
なっているため、計測結果にはかなりのばらつきが見られ
る。注目すべきは、同じ大規模造成地で盛土層厚がほぼ同
じでも H/V スペクトルのピーク値が小さい値を示す場所が
存在することである。

こうした場所については小さいスペクトルを示す何らかの
要因があると考えられ、詳細な調査が必要である。

4  おわりに
宅地造成地の地震被害はこれまで数多く報告されている

が、全国各地には未だに多くの大規模造成地が存在し、今
後、大地震で被災する可能性がある。こうした造成地では
地震前から、宅地地盤の変状による舗装のき裂や段差、宅
地基礎の被害などの兆候が現れていることがある。全国の
宅地造成地をチェックし、これらの兆候を見逃すことなく、
被害予防に活用することが重要ではないかと考える。

状の地形）は主として旧地盤の谷部に堆積しており、砂質土
が主体であり、ほとんど地下水で満たされている」、あるいは

「流動化した地層は地下水面下の盛土あるいは崖錐層内
に存在しており、N 値（地盤の強度を表す数値）は概ね10
以下である」など、地下水位との関係が指摘されている。

田上新町は地震以前からボーリング孔で集水量が観測
されており（写真 -2）、地下水位が高かったことがうかがえ
る。こうした造成地では特に注意が必要であったと思われ
る。

3  盛土層厚と揺れやすさ
和歌山市北部には和泉山脈の南側斜面に多数の宅地が

造成されている。大規模造成地も多く、地盤工学会関西支
部「関西の地盤情報に基づく防災ハザードマップ開発研究
委員会」では、宅地地盤の盛土層厚と常時微動計測から求
めた H/V スペクトル（揺れやすさを評価する指標）のピーク

図 -3　和歌山市北部造成地の盛土層厚と H/V ピーク 2）

図 -2　「重ねるハザードマップ」による地形分類結果
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写真 -2　田上新町の集水量観測箇所

図 -1　田上新町の変遷（左：崩壊前の地図、中央：1961～1969 年の空中写真、
右：1974 ～1978 年の空中写真）

写真 -1　金沢市田上新町の造成宅地被害
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1  はじめに
盛土は土を適度な含水量で締め固めて造成される構造

物であり、道路における橋などの構造物と比べて経済的か
つ修復が容易であるほか、十分な締固めと排水工の設置が
なされていれば耐震性照査を省略できる「みなし規定」で
設計・施工が可能な優れたインフラ構造物である。一方、
道路盛土は、2004年新潟県中越地震、2007年能登半島
地震、2009年の駿河湾を震源とする地震など、過去の地
震時において崩壊している。これらの崩壊の主要因は盛土
内への水の流入であると断言しても過言ではないであろう。

本稿では、水の浸透を受ける道路盛土の地震時挙動につ
いて、数値解析結果を示しつつ解説する。具体的には、標準
的な盛土断面を対象として、不飽和浸透解析による盛土の
浸透現象を再現した後に、液状化を考慮した動的解析を実
施した結果を示す。これに加え、2024年能登半島地震に
おける道路盛土の被害を概観した後に、今後の道路盛土の
建設・管理について論じる。

2  浸透を受ける道路盛土の地震時挙動
高さ5m、勾配1:1.8、基礎地盤深さ3mの淀川堤防砂を

材料とした盛土の遠心模型実験1) を再現した、動的浸透－
変形連成有限要素解析の結果2) を紹介する。解析手法は、
簡易三相法に基づくLIQCA-SF3) であり、現在の公開版の
前身のプログラムを用いている。その他解析の諸条件は、
参考文献を参照されたい2)。

図 -1に、不飽和状態の盛土に対して、右側境界から24
時間の水を浸透させた後の浸潤状態を示す。盛土法尻まで
浸潤線が達していることが分かる。これを初期状態として、
振幅約400gal、1Hz のテーパー付き sin 波を30秒間入
力した。

蓄積塑性偏差ひずみの第二不変量、浸潤領域の骨格応
力減少比について、加振後の分布図それぞれ図 -2(a)、図
-2(b) に示す。前者はせん断ひずみの蓄積量を意味し、これ
以降せん断ひずみと呼ぶ。後者は液状化の程度を表す指標

であり、不飽和土の有効応力として本研究では骨格応力を
用いている。なお、加振後の天端の最大沈下量は63.2cm
であった。

法尻付近の飽和した箇所において、繰り返しせん断によっ
て完全な液状化には至っていないものの骨格応力を失い、
法尻を起点にせん断ひずみが集中して円弧状のすべり面が
発生していることが分かる。法尻部以外ではほとんど骨格
応力が減少していないことから、法尻部における骨格応力
の減少が、盛土変形の大きな要因といえる。これは、法尻部
まで浸潤線が到達していたためであり、実際に2007年能
登半島地震においても、大規模崩落を起こしたほとんどの
盛土の法尻近傍において高い水位が観測されている4)。

土工指針および土木工事施工管理基準および規格値に基
づいて設計・施工された、2023年9月供用の輪島道路で
は、全ての盛土が軽微な被害あるいは無被害であった。こ
のことから、新設盛土の耐震性が確実に向上していること、
既設盛土については補強盛土や十分な排水工等の技術を
用いて復旧することで耐震性を確保できるといえる。地震
後は早期に交通網を回復するため、盛土復旧を急ぐ必要が
ある。また、復旧に投じる予算も災害の規模などによって異
なる。このような、時間的および経済的制約の中でも、仮復
旧と本復旧を上手く工夫して考え、できる限り耐震性の高
い工法を用いた復旧が肝要であろう。

4  おわりに
十分な締固めをして水さえ入れなければ、盛土は健全な

構造物である。みなし規定から明らかなように、地震時の
安定性照査すら省略できるほど、その健全性は過去の豊富
な経験に裏付けられており、実際に能登半島地震や東北地
方太平洋沖地震のような偶発的外力に対しても、ほぼ無傷
の盛土が多くあった。おまけに、安価でかつ修復も容易であ
り、道路盛土は社会インフラの中でも優れものである。

地震などの災害時には、崩壊した盛土法面などがクロー
ズアップされ、あたかも盛土は極めて脆弱な構造物である
かのような印象を受ける。もちろん、被害から教訓を学び将
来に生かすことが最も重要であるが、同時に無被害の盛土
や復旧の有効性を検証することも忘れてはいけない。本稿
を一読いただいた皆様には、道路盛土は基本的には優れも
のであると、胸を張る場面も作っていただきたい。

3  2024年能登半島地震の道路盛土被害
能越自動車道やのと里山海道など、能登半島を縦断する

自動車道には多くの盛土構造物が存在し、2007年能登半
島地震では盛土法面が崩落する被害を受けた4)。これらの
盛土は、地震後に復旧されているが、復旧された盛土およ
び無被害であった盛土は、2024年の能登半島地震時にど
のような挙動であったであろうか。

この2つの地震における道路盛土挙動の典型的な比較
を図 -3に示す。補強盛土工、押さえ盛土工、排水工によっ
て本格復旧した領域はほぼ無被害であったのに対して、
2007年に無被害であったその隣接箇所において被害が見
られた。その他の箇所においても、復旧した盛土は軽微な
損傷であったのに対して、その隣接区間で被害が見られた。
つまり、2007年の被害箇所は、谷埋め盛土の集水地形や
背後の地山から水の供給される条件にある傾斜地盤上の
盛土であり、潜在的に盛土内に水が浸透しやすい条件で
あったため、隣接区間で被害が見られたと考えらえる。

宮武（2024）6) の集計によると、復旧した盛土のうち沈
下・段差が1m 未満あるいは無被害であった盛土は、補強
盛土工で復旧した場合は100% であった一方、押さえ盛土
や水抜きボーリングのみで復旧した場合は、再度被害が見
られている。また、2007年の地震や2009年の駿河湾を
震源とする地震の経験を踏まえて改訂された道路土工の盛

図 -3  2007 年と 2024 年の能登半島地震における道路盛土の被害
（宮田 20245)）

肥後 陽介
HIGO YOSUKE

京都大学 経営管理大学院 教授
（大学院工学研究科 教授 併任）

平成16年4月  （財）地域地盤環境研究所 入所
平成18年4月　京都大学大学院 工学研究科 助手
令和  2年3月　京都大学大学院 工学研究科 教授
令和  2年4月　現職
道路盛土のほか、河川堤防の地震・洪水時の挙動予測をはじめとし、地盤材料の
大変形シミュレーションなら何でも取り扱っています。

図 -1  浸透後の間隙水圧分布（単位：kN/m2）

参考文献
1） Lee, C.W.: A study on dynamic stability of unsaturated road embankments using 

dynamic centrifugal model tests, 京都大学博士申請論文 , 2012.
2） 肥後 陽介, 浸透を考慮した道路盛土の地震時変形挙動, 地盤工学会誌，Vol.70，No.3，

pp.18-21，2022．
3） （一財）LIQCA 液状化地盤研究所：LIQCA2D24・LIQCA3D24（2024年公開版）資料，

2024. 
4） 国土技術政策総合研究所 ,（独）土木研究所 ,（独）建築研究所：平成19年（2007年）能登半

島地震被害調査報告，2008．
　 https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0438.htm （2025年3月3日閲覧）
5） 宮田 喜壽，土構造物の耐震技術高度化に向けて―災害調査より得た知見―, 基礎工 ,Vol.52，

No.12，pp.66-69，2024． 
6） 宮武 裕昭 , 道路土工構造物の被害と教訓、基礎工 ,Vol.52 ，No.12，pp.34-37，2024．

図 -2(a)  蓄積塑性偏差ひずみの第二不変量分布図

図 -2(b)  浸潤領域の骨格応力減少比分布図
（0：初期、1：液状化、負は毛管上昇による骨格応力の増加）

図 -2  動的解析結果
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盛土災害

私たちの住んでる宅地盛土は安全なの？1
1  はじめに

近年、大
だい

地
じ

震
しん

や大雨による災
さい

害
がい

が起こっていま
す。家の下の土が崩

くず

れ、家が傾
かたむ

いたり、壁
かべ

が倒
たお

れた
り、ひどい時には、家が壊

こわ

れたり、斜
しゃ

面
めん

の下に崩れ
落ちたり……。このような災害は、図 -1や図 -2の
ようにもともと斜面や谷だったりした土

と

地
ち

に土を積
つ

み上げて造
つく

った住
じゅう

宅
たく

地
ち

で起こることが多いといえま
す。

こうした住宅地の災害を防
ふせ

ぐために、「宅
たく

地
ち

造
ぞう

成
せい

及
およ

び特
とく

定
てい

盛
もり

土
ど

等
とう

規
き

制
せい

法
ほう

」（通
つう

称
しょう

「盛
もり

土
ど

規
き

制
せい

法
ほう

」）、と
いう法

ほう

律
りつ

が、令和5年（2023年）にできました。

盛土とは、土地を使いやすくするために土を盛る
ことです。土をたくさん積み上げて造った土地は元
に比べて弱くなり、災害が起こりやすくなってしまう
のです。では、盛土の災害を防ぐにはどうしたらよ
いのでしょう。

2  盛土規制法ってどんな法律？
盛土規制法は簡単にいうと、「土を使って新しい

土地を造る時に、災害が起こらないようにするため
のルールを決めた法律」です。たとえば、山の斜面
に土を積み上げたり、谷を土で埋

う

めて、新しい土地
を造る時、その土が崩れたりして危

き

険
けん

にならないよ
うにするための決まりごとが書かれています。地震
や大雨があっても土が崩れにくくなり、みんなが安
心して暮

く

らせるようにすることが法律の目
もく

的
てき

です。

３  法律ではどんなことが決められて
　  いるの？

盛土規制法には、次のようなルールが定められて
います。
①どのくらいの高さまで土を積んでよいか
②どんなふうに土を固めたらよいか
③土地が安全かどうかをどうやって調べるのか

また、今ある危険な盛土を探
さが

し出し、盛土が崩れ
ることによって起きる災害から人の命を守るための
方法が書かれています。

４  危険な盛土ってどんなところ？
次のような特

とく

徴
ちょう

がある盛土は図 -3のように崩れ
やすくなり、とくに地震で大きく揺

ゆ

れた時は危険です
（写真 -1）。
①盛土に軟

やわ

らかい土が使われている
②盛土に水がたまっている（せっかく土を固めても

軟らかくなって崩れやすくなる）
③盛土をする前の土地が急な斜面である
④盛土をする時、地震に強くなるように、きちんと土

を固めていない

盛土を造る時は、しっかりとした土を使ったり、水
がたまらないようにしたり、地震に強くしたりするこ
とが大切です。また、盛土がある場所では、安全か
どうか定

てい

期
き

的
てき

に確
かく

認
にん

することも重
じゅう

要
よう

です。

5  住宅地の盛土が安全か、どうしたら
　 わかるの？

次のような調
ちょう

査
さ

をして専
せん

門
もん

家
か

が判
はん

断
だん

します。
①盛土をする前の土地がどんなところだったか、古

い地図（図 -4）や航
こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

などで調べる
②盛土の工事をした時の設

せっ

計
けい

図
ず

や工
こう

事
じ

記
き

録
ろく

など
で、盛土された広さや高さなどを
調べる

③盛土の土の状態や、その下にあ
る盛り立て前の土地の土や岩の
状
じょう

態
たい

（種
しゅ

類
るい

や硬
かた

さなど）をボーリ
ング機

き

械
かい

（写真 -2）やいろいろな試
し

験
けん

器
き

を使って
調べる

④盛土の中の地
ち

下
か

水
すい

がある深さや雨が降
ふ

った時に
水がどのように流れるかを調べる

⑤住宅地の中を歩いて見てまわり、擁
よう

壁
へき

（盛土を支
ささ

えている壁）が傾いていないか、割
わ

れていないか、
道路に割れ目や大きなへこみがないかなどを確
認する

6  盛土が危
あぶ

ないとわかったらどうしたら
　 いいの？

安
あん

全
ぜん

対
たい

策
さく

のため次のような工事をします（図-5）。
①盛土の中に地下水が多くたまっていることがわ

かった時は、横向きにボーリング工事をして、地
下水を抜

ぬ

くための穴
あな

を掘
ほ

る
②擁壁が倒れて盛土が崩れないよう、鉄

てっ

筋
きん

の長い
棒
ぼう

を盛土の中に数多く打ちこむ
③雨が盛土の中に入らないように雨水を流す水

すい

路
ろ

を造る
④斜面が崩れないように、下側に土をもっと多く積

み上げたり、石をいっぱい入れたカゴを置いたり
する

⑤セメントなどで盛土の土を固めて、盛土自体を崩
れないように強くする

7  おわりに
盛土規制法は、私たちの住んでいる宅地を守る

上でとても大切な法律です。災害が起こりにくい将
しょう

来
らい

の街づくりに、この法律の知
ち

識
しき

が役立つのです。

図 -1　斜面に土を積み上げて造った住宅地 1）

図 -2　谷を埋めて造った住宅地 1）

図 -5　安全対策工事のイメージ図 1）

図 -3　盛土が崩れるイメージ図 1）

写真 -1 地震で盛土が崩れたときの様子（東日本大震災）

写真 -2
ボーリング調査の様子

図 -4　110 年前ごろの地図 2）

海底
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2） 時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」
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私たちの生活を支える道路盛土は
安全なの？

2

 特  集  記  事

1  はじめに
高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

を車で走っていると多くの区間で盛
もり

土
ど

構
こう

造
ぞう

（土を盛
も

り立
た

てて造
ぞう

成
せい

した構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

）となってい
ることにお気づきでしょうか。特

とく

に山
さん

岳
がく

地
ち

や丘
きゅうりょうち

陵地
を通
つう

過
か

する道
どう

路
ろ

では、橋
きょうりょう

梁、トンネル、切
きり

土
ど

（法
のり

面
めん

）
とともに、主

おも

にトンネルや切
きり

土
ど

区
く

間
かん

で発
はっ

生
せい

する土
ど

砂
しゃ

を利
り

用
よう

した盛
もり

土
ど

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

で道路はつくられています。
ここでは、普

ふ

段
だん

あまり気にかけることが少ない「道
どう

路
ろ

盛
もり

土
ど

」についてお話しします。

2  どんなところに道路盛土をつくるの？
山岳地を通過する高速道路を例にとります。高

速道路は、起
き

伏
ふく

の激
はげ

しい山岳地においても、急
きゅう

カー
ブや急

きゅうこうばい

勾配、大きなアップダウンがなく、緩
ゆる

やかな
曲
きょくせんじょう

線 状となるよう道路がつくられます。このような
道路をつくるために、山や斜

しゃ

面
めん

を通過するところで
トンネルや切土が、谷を横

おう

断
だん

するところで橋梁や盛
土が必

ひつ

要
よう

となります。

一
いっぱんてき

般的に、河
か

川
せん

などがある谷を横断する橋梁は、
膨
ぼう

大
だい

な量
りょう

のコンクリートと鉄
てつ

を材
ざいりょう

料とし構
こう

造
ぞう

も複
ふく

雑
ざつ

なため、大
たい

変
へん

多くのお金がかかります。それに比
くら

べて、盛土の場合は，流
りゅうすい

水の少ない谷で、主に付
ふ

近
きん

のトンネルや切土で掘
くっ

削
さく

した土
ど

砂
しゃ

を用いて構造物
をつくるため、比

ひ

較
かく

的
てき

安
やす

いお金で道路をつくること
ができます。

３  道路盛土の構
こうぞうてきとくちょう

造的特徴は？
付近で掘削した土砂を用いるため、材料が手に

入りやすく安
あん

価
か

で施
せ

工
こう

しやすいという長所がありま
す。一方で盛土構造物は水に弱

よわ

く、材料も人
じん

工
こう

的
てき

な
ものではないため軟

やわ

らかい土で盛土したりすると沈
ちん

下
か

や破
は

壊
かい

の原
げん

因
いん

となります。そのため施
せ

工
こう

時
じ

の材
ざい

料
りょう

選
せん

定
てい

や締
しめ

固
がた

めなど品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

のほか、盛
もり

土
ど

内
ない

に水
が入

はい

らないよう地
ち

下
か

排
はい

水
すい

溝
こう

など排
はい

水
すい

処
しょ

理
り

が特に重
じゅう

要
よう

となります。

４  被災にはどの様なものがあるの？
施工が容

よう

易
い

で安価な構造物ですが、弱
じゃくてん

点もあり、
時
とき

には自
し

然
ぜん

の猛
もう

威
い

によって被
ひ

災
さい

することがあります。
それでは、実

じっ

際
さい

の被
ひ

災
さい

事
じ

例
れい

について見てみましょう。
（1）被災事例
①山

さんようじどうしゃどう

陽自動車道（平成17年9月台
たい

風
ふう

14号）
[ 被
ひさいじょうきょう

災状況 ]
平成17年9月台風14号（累

るい

積
せき

雨
うりょう

量500mm、
60mm 程

てい

度
ど

の降
こう

雨
う

が3 時間継
けい

続
ぞく

）により、傾
けい

斜
しゃ

地
じばんじょう

盤上の腹
はら

付
つ

け盛
もり

土
ど

が道
どう

路
ろ

延
えんちょうほうこう

長方向に約
やく

50m、
高さ23m（約13,800m3）にわたり崩

ほう

壊
かい

しました。

[ 被災原因 ] 
異
い

常
じょう

豪
ごう

雨
う

や盛
もり

土
ど

背
はい

後
ご

の断
だん

層
そう

破
は

砕
さい

帯
たい

からの地
ち

下
か

水
すい

の供
きょう

給
きゅう

にくわえ、盛土内の地下水を処
しょ

理
り

するた
めの地

ち

下
か

水
すい

排
はい

水
すい

溝
こう

の一部が欠損していたため、盛
土内へ地下水が供給されていました。さらに盛土
の法

のり

先
さき

部
ぶ

が狭
せま

くなるボトルネック地
ちけいじょう

形上の盛土で
あったために供給された地下水が排水されにくく、
さらなる地下水の上

じょうしょう

昇を招
まね

き、盛土の強
きょうど

度が低
てい

下
か

し崩壊に至
いた

ったと考えられています。
②東
とう

名
めい

高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

（平成21年8月駿
する

河
が

湾
わん

を震
しん

源
げん

と
　する地

じ

震
しん

）
[ 被災状況 ]

平成21年8月11日5時7分頃
ころ

に発
はっ

生
せい

した駿河
湾を震源とする地震（M6.5、最

さい

大
だい

震
しん

度
ど

6弱
じゃく

、震源
の深
ふか

さ23km）により、東名高速道路牧
まき

之
の

原
はら

SA 付
ふ

近
きん

の盛
もり

土
ど

法
のり

面
めん

が延
えんちょう

長約
やく

40m に渡
わた

り崩壊しました。

[ 被災原因 ] 
道
どうろじゅうだん

路縦断方
ほう

向
こう

に凹
おうじょう

状の地
ち

山
さん

形
けいじょう

状で水が集
あつ

まりや
すい地

ち

形
けい

でした。また、盛
もり

土
ど

上
じょうぶ

部は良
りょうしつ

質な砂
さ

礫
れき

です

が、下
か

部
ぶ

は風
ふう

化
か

しやすい泥
でい

岩
がん

だったため、長
なが

年
ねん

の水
の作

さ

用
よう

により強
きょうどていか

度低下や細
さいりゅうか

粒化によって透
とう

水
すい

性
せい

が
低
てい

下
か

し、地
ち

下
か

水
すい

位
い

が上昇したことで盛土の強度が
低下し、地震によって崩壊に至ったと考えられてい
ます。
（2）盛土の被

ひ

災
さい

形
けい

態
たい

と発生しやすい場所
盛土の崩壊は、豪

ごう

雨
う

や地震といった誘
ゆう

因
いん

に違
ちが

い
はあるものの、被災事例の多くに盛土内の地下水
の存
そん

在
ざい

が大きく関
かん

係
けい

しています。このため、水が集
あつ

まりやすい谷
こく

部
ぶ

（凹状の地形）上の道路盛土での
崩壊が多く発生しています。

5  災害に強い道路をつくるには？
被災事例でもお話したように被災した道路盛土

の多くは、地下水が豊
ほう

富
ふ

だったために、土
つち

の強度が
低下し崩壊に至ったと考えられます。このため、盛
土内や盛土内へ入ろうとする地下水を速

すみ

やかに処
理することが重要です。特に、水を集めやすい谷部

（凹状の地形）上の道路盛土では、地下水を排水
するための地下排水溝や基

き

盤
ばん

排
はい

水
すい

層
そう

を地
じ

山
やま

に設
せっ

置
ち

するなどの対
たい

策
さく

が有効です。

また、被災した道路盛土の多くは、締固めが
不
ふじゅうぶん

十分で強度が小さい場合が多いため、透水性の
よい良

りょうしつざい

質材を十分に締固めることや、地下水の作
さ

用
よう

により強度低下や細粒化しない材料を使用すること
が重要になります。

6  おわりに
近
きん

年
ねん

の激
げき

甚
じん

化
か

、頻
ひん

発
ぱつ

化
か

する災害から速やかに
復
ふっきゅう

旧・復
ふっ

興
こう

するためには、道路ネットワークの欠
けっ

損
そん

に繋
つな

がらない災害に強い道路盛土が求められます。

図 -1　道路盛土のつくりかた

図 -2　一般的な盛土構造と変状原因

写真 -1　被災状況　出典：中国新聞地域ニュース

図 -3 道路盛土の排水対策例

写真 -2　被災状況　出典：中日本高速道路（株）
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小林泰三 立命館大学 理工学部 環境都市工学科 教授

地質とAI
1  はじめに

社会において取り扱われるデジタルデータ量が爆発的
に増加する中、AI は分野や業種を問わず欠かせない存在
となりつつあります。AI の革新性は、十分なデータさえあ
れば、現象のメカニズムの理解やモデル化を省略して、デー
タの中にあるパターンや傾向、事象間の関係性を自ら見つ
けてくれる点にあります。また、大規模なデータを、人手で
は不可能な速さと精度で処理できる能力を持っていること
も AI の大きな強みです。このように、膨大なデジタルデー
タを効率的に処理し、事象の判断・予測・推定を支援する
革新的なツールとして、AI は地質・地盤工学分野において
も、今後重要性を増していくことでしょう。

2  AI ことはじめ
AI に関心はあるものの、「何から手をつければよいか分

からない」、「自分の業務に活かせるのか不明」といった声を
しばしば耳にします。そんなとき筆者は、「AI（深層学習）の
根っこにある原理は、最小二乗法と同じですよ」と説明して
います。最小二乗法は、データに基づいて関数（予測式）を
近似させる方法のひとつです。実測値と予測値の差の二乗
和を最小にする関数のパラメータを決定する手法であり、地
質・土質分野でも古くから用いられてきました。AI の代表
的手法といえる深層学習（ディープラーニング）もこの最小
二乗法の考え方を拡張したものといえます。深層学習では
より複雑な問題に対応するために、ニューラルネットワーク
と呼ばれるモデルを多層に用いて膨大な数のパラメータを
チューニングすることになりますが、モデルの予測値と実測
値の誤差を最小にする推定モデルを見つけるという根本原
理は同じです。

最小二乗法による土質パラメータの推定式は、例えば、
大崎の式1) として知られる　　　　　　 や　　　　　  、
Skempton2) が提案した　 　　　　　　　　など、その
修正式を含めると枚挙にいとまがありません。しかしながら、

原著（例えば、 　　　　　　 の根拠となった図 -1）を確認
すると、大きくばらついたデータから大胆に近似された推定
式であることが少なくありません。推定したい土質パラメー
タを別のパラメータひとつで関連づける単回帰式では、土の
複雑な特性を十分に説明しきれないことを示唆しています。

ここで、筆者らが取り組んだ深層学習の一例を紹介しま
しょう。この事例では、インターネット上の地盤情報検索サ
イトから、図 -2中に示す物理特性パラメータ（15種類）と
力学特性パラメータが揃っているボーリングデータ500点

を収集し、そのうち350点のデータセットを学習して、物理
特性パラメータから力学特性パラメータを推定する AI モデ
ル（深層学習モデル）を構築しました。図 -3は、残る150点
のデータセットを用いて、構築した AI モデルが推定した力
学特性パラメータと実測値を比較したものです（図中の r は
相関係数）。ここでは、少ない物理特性パラメータで推定で
きるほうが実用的であることに鑑み、15種類すべての物理
特性パラメータを用いて推定した結果（桃色）に加え、パラ
メータを4～ 6種類に絞って学習した場合の推定結果（紺
色）を併せてプロットしています。同図から分かるように、学
習パラメータの絞り込みの有無に依らず、図 (d) の内部摩擦
角以外では実測値と推定値に相関性が認められました。特
に、図 (a) の圧縮指数と図 (e) の一軸圧縮強さについては
高い相関係数が得られています。なお、学習パラメータを絞
り込むと推定精度が向上する傾向が見られる一方で、すべ
てのパラメータを学習した場合でも一定の精度が維持され
ていることが確認できます。これは、推定に寄与するパラメー
タとそうでないパラメータを AI が自ら識別していることを示
唆しています。一方、内部摩擦角で良い一致が得られなかっ
た理由としては、圧密・排水条件を一切区別せずに学習させ

たため（データの与え方が良くなかった）と推察しています。
限られたデータとシンプルなネットワーク構造を用いた試行
ではありますが、土質推定法として AI の有効性を示すこと
ができたと考えています。さらに多くのデータセットと高度
なネットワークを利用すれば、従来手法では困難であった複
雑な関係性の解明や、より高精度な推定が可能になること
が期待されます。

3  AI はあくまで意思決定を支援するツール
最小二乗法では予測式のパラメータがコンピュータで

自動チューニングされるように、深層学習ディープラーニン
グでも、大量のパラメータが最適化され、データ間の複雑
な関係性を自動的に学習します。このことが、「結果に至っ
たプロセスや根拠が説明できない AI は安心して使えない」
という、いわゆるブラックボックス問題を生み、実務に導入
する際の大きな課題になります。一方で、地質・地盤工学
分野では不確実性が避けられず、勘や経験、マニュアルに
頼って意思決定を行う（行わざるを得ない）場面が多いの
も実情です。古典的な経験式であれ、AI であれ、導出され
た結果が使えるかどうかを正しく判断する専門家としての
目が必要であることは変わりません。AI を現代版の最小
二乗法（回帰分析）と捉えれば、データに基づく意思決定の

小林 泰三
KOBAYASHI TAIZO

立命館大学 理工学部 環境都市工学科 教授

平成16年4月　九州大学大学院　助手・助教
平成23年4月　福井大学大学院　准教授
平成29年4月　現職

（平成21年1月～ 12月：Colorado School of Mines 客員研究員）

図 -1 砂質地盤に対する N 値と内部摩擦角の関係 1)

図 -3 力学特性パラメータの推定結果

写真 -1「地質と AI」定例勉強会（立命館大学うめきた ROOT より）

図 -2 学習に用いたボーリングデータ

引用文献
1） 大崎順彦, 東京地盤図，技報堂，pp.12-19，1959.
2） Skempton. A. W.: Notes on the Compressibility of Clays, Quarterly Journal of the 

Geological Society, vol. 100, pp. 119-135, 1944.

ための新しい支援ツールとして、もっと気軽に身近なところ
から応用の場が広がるかもしれません。

4  おわりに
AI のもう一つの魅力は、「案ずるよりも産むが易し」に

象徴される手軽さです。インターネット上には AI を実装す
るための多様なツールや学習リソースが充実しており、プロ
グラミングの知識がなくてもドラッグ &ドロップの直感的
な操作だけで AI が実行できるフリーソフトも存在していま
す。また、必要最低限の基本原理さえ理解すれば、実践し
ながら前に進むことができる気軽さもあります。

そのような AI の気軽さと面白さを共有すべく、2024
年6月より、関西地質調査業協会の若手技術者を中心に、
AI・データサイエンス人材育成プロジェクトを発足しまし
た。このプロジェクトでは、「地質と AI」をテーマに定例勉
強会（約30名規模）を開催しており、AI やデータサイエン
スの基礎知識やプログラミングの基礎技術を学びながら、
グループに分かれて実務に活用できる AI ツールの実践開
発に取り組んでいます。（写真 -1）。この勉強会は単なる技
術習得の場に留まらず、会社の垣根を超えた人材交流の場
として、若手技術者同士のネットワーク形成にも貢献してい
ます。これらの活動を通じて、関西から新たな地質 DX が
生まれることを期待しています。
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土粒子密度
ρs (Mg/m3)
礫分含有率
GC (%)

細粒分含有率
FC (%)
50%粒径
D50 (mm)
均等係数
UC

曲率係数 UC'

2.68

0

10.1

0.27

3.19

1.31

2.67

0

20.9

0.17

3.50

1.07

2.65

0

11.0

0.16

3.90

1.79

2.69

0

9.4

0.20

2.90

1.23

採取地点        新湊      伏木      氷見      魚津
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兵動 太一
HYODO TAICHI

富山県立大学 工学部 環境・社会基盤工学科 准教授

平成26年9月 東京理科大学 助教
平成30年4月 現職

兵動 太一 富山県立大学 工学部 環境・社会基盤工学科 准教授

令和６年能登半島地震

奥能登、富山県における液状化被害の概要

1  はじめに
令和6年1月1日16時10分にMj7.6、最大震度７の「令和

６年能登半島地震」が石川県珠
す

洲
ず

市内で発生しました。こ
の地震により奥能登地域（能登半島北部）を中心とする北
陸地方各地に甚大な被害がもたらされました。石川県、新
潟県、富山県、福井県の多くのエリアで液状化が発生し、
人々の生活に影響を与えました。ここでは、地震発生後１
か月以内に調査した奥能登地域と富山県の一部エリアに
おける液状化被害の概要を紹介します。

図−1に地震の震度分布図（気象庁より）を、図 -2に今
回紹介するエリアの地図を示します。図−１によると奥能登
地域はかなり大きな震度を示している一方、富山県のそれ
は小さいように感じます。しかしながら、液状化は双方で確
認されました。

2  奥能登（珠洲市鵜飼川周辺）における液状化
液状化については、被害規模の大きさや特異性から、石

川県内
うち

灘
なだ

町
まち

が挙げられることが多いと思いますが、今回は
奥能登を中心に紹介します。液状化に限らず地震の被害が

甚大だったのが珠
す

洲
ず

市でした。その中でも鵜
う

飼
かい

エリアについ

て紹介します。写真−1のように成人男性の肩まで達するほ
どのマンホールの浮き上がりを多数確認しました。また、こ
のエリアでは写真 -2のように一階部分が押しつぶされた家
屋が多く見られました。液状化による家屋の損傷は一般的
に緩慢な破壊によるものが多いといえます。しかし、鵜飼エ
リアのケースでは家屋が直接的に破壊されていることから、
強震動によって倒壊したと考えられます。また、このエリアは
海の近くに位置しています。写真 -3は右側に海があるので
すが、電信柱が海側へ傾いていることから、地震時に発生し

た津波が引いた際に起こる「引き波」によって、このエリアの
建物は損害を受けたと考えられます。鵜飼エリアは液状化、
強震、引き波の複合的な災害によって深刻な被害を受けた
といえるでしょう。

３　富山県における液状化被害
富山県はどうだったでしょうか。液状化による被害は石川

県・新潟県に報告事例が多いのですが、富山県でも海岸部
の液状化が多く確認されています（富山県西部では震度５
強を観測しました）。

射
い

水
みず

市
し

新
しん

湊
みなと

の臨海エリアでは写真 -4のように直径約
80cm ～ 2m 程度の噴砂（ふんさ：地盤が液状化して地下
水とともに砂が地表に噴出する現象）の跡が見られました。
また、市場の駐車場では、自動車がスタックする程の噴砂の
堆積が各所で確認されました。射水市新湊と同様、高岡市
伏
ふし

木
き

でも多くの噴砂や液状化による不同沈下（建物が不揃
いに沈んで斜めに傾くような状態）が見られました。臨海部
以外でも高岡市では写真 -5のような住宅街でも液状化被
害が確認されました。これらのエリアの多くは旧河道（かつ
て川が流れていた跡）上に位置していたと考えられます。

氷
ひ

見
み

市
し

北
きた

大
おお

町
まち

付近では戸建住宅の多くが液状化で不同
沈下し（写真 -6）、上下水道は破損し、住民の多くが影響を
受けました。また地震動により古い建物が何軒か倒壊しま
した。

富山県東部は比較的震度は低かったものの、魚津港では
噴砂が確認されました（写真 -7）。ここは「液状化しやすさ
マップ」（国土交通省北陸地方整備局）において液状化危険
度が低いエリアでした。

写真−3　強震・液状化・津波の同時被害の様子

写真 -4　液状化による噴砂跡

写真 -5　住宅街における液状化

図 -３　噴砂の粒度分布

写真 -2　強震による家屋の破壊状況

写真−１　マンホールの浮き上がり

図 -2　今回報告するエリアの地図

図 -1　令和６年能登半島地震における震度分布図

４　富山県の液状化地点における噴砂の物性
富山県は奥能登と比べて震度が小さかったにもかかわら

ず、各地点で液状化が確認されています。著者は、被害調査
時に噴砂跡より噴砂口付近の噴砂を採取しました。本稿で
は、4地点――富山県射水市新湊（以下、新湊）、高岡市伏木

（以下、伏木）、氷見市北大町（以下、氷見）、魚津市村木（以
下、魚津）で採取した試料での物性試験の結果を紹介しま
す。表 - １に各地点に
おける噴砂の物理的性
質、図 -3に粒度分布
を示します。いずれの
地点においても礫（れ
き：こいし）分を含有
せず、 比較的粒の大き
さが均一な砂質土であ
ることが分かりました。
伏木においては細粒分
が他のエリアと比べて
20.9％と比較的大き
い数値を示しました。
粒度分布からいずれの
噴砂も液状化が起こり
やすいこともわかりま
した。

５　おわりに
液状化の発生メカニズムついては今回紹介した物性値の

ほか、地下水位や土地の成り立ちなどの情報を収集し、要素
試験や解析を実施し、引き続き解明に向けて検討する予定
です。最後に「令和6年能登半島地震」に加えて同年9月の
豪雨で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げるととも
に一日も早い復興をお祈り申し上げます。

写真 -6　液状化による側溝の
　　　　 損傷と沈下状況

写真−7　魚津港における噴砂の状況

表 -１　噴砂の物理的性質
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地割れ

液状化・側方流動

砂丘日本海
河北潟地下水

地下水

砂を削り出して
干拓や住宅開発

トピックスTopics

1  はじめに
令和6年6月22日～ 23日、私たち協会員代表

の20名は、能登被災地研修ボランティア活動団と
して被災地能登を訪れ、被災地研修とボランティア
活動を行いました。今回の活動費用には、「NIKKEI
社歌コンテスト2024」でいただいた最優秀賞副賞
の旅行券を利用させていただきました。受賞曲「夢
掘るボーリング」は、地質調査の重要性や仕事のや
りがいなどを訴えた歌です。地盤に携わる協会員と
して能登半島の被災地でお役に立ちたい、地盤技
術者として被災状況を実際に目で確認したい、そん
な思いで出発しました。

 
2  被災地研修：内灘町

1日目は、被災地研修として石川県地質調査業
協会の同行のもと、石川県内灘町の液状化被災状
況を視察しました。内灘町は、日本海に面しており、
液状化現象が発生しやすい地盤条件を持つ地域と
して知られています。内灘町は、西側の広大な砂丘、
東側の河

か

北
ほく

潟
がた

に挟まれた町で、砂丘は平均で20ｍ
程度の高さがあります。冬場に海から吹きつける季
節風から身を守るため、多くの町民は砂丘を壁とし
て河北潟側に集落を形成し、暮らしを立ててきたよ
うです。今回被災した内灘町は、液状化と側方流動
により大きな被害が発生しました。液状化とは、地
震などの強い揺れによって地盤が一時的に液体の
ような状態になる現象です。側方流動とは、地震の

振動によって地下水を多く含む砂質の地盤が液状
化し、地盤が固体としての安定性を失い、地盤が側
方（水平）に移動する現象です。

3  被災地研修後の勉強会
内灘町の被災状況を把握した我々は、夜遅くま

で被災メカニズム等について勉強会を実施しまし

た。若手技術者も多数参加しており、活発な意見交
換ができ、有意義な勉強会となりました。

4  能登ボランティア活動：輪島市門前町
2日目はいよいよメインのボランティア活動です。

午前7時に金沢市の宿泊先を出発し、2時間かけ
て被災地、輪島市門前町に向かいました。朝から
大雨だったため、今回お世話をしてくださったボラ
ンティア組織「RQ 能登」のご配慮により、急遽屋
内での活動に変更となりました。ボランティア内容
は、休止となった避難所（体育館）の片付けです。
避難所生活をされていた方々が使用していた毛布
や仮設トイレの片付けが中心です。時間こそ2時間
足らずでしたが、RQ 能登の方に指導いただきな
がら全員が力を合せて仕事をすることで体育館を
すべてきれいにすることができ、お役に立てたかな
と思っております。RQ 能登の皆さんは、毎日この
被災地で活動されており、本当に頭が下がる思い
です。

５  おわりに
2日間という限られた時間でしたが、被災地での

研修とボランティア活動を通じて、地震の恐ろしさ

を再認識し、避難所で生活する被災者の厳しい環
境を改めて実感する機会となりました。

ボランティア活動に参加したことで、参加者は被
災地に貢献できたと考えております。また、全員が一
丸となって、何かを成し遂げたという達成感も得る
ことができました。若手技術者にとっては、被災地の
現状を直接目にし、感じる貴重な機会となったので
はないかと思います。さらに、同業他社の方々と研
修やボランティア活動を通じて交流できたことも非
常に意義深いものでした。

今後も私たち関西地質調査業協会の協会員は、
地質調査を通じて能登半島の復興に少しでも貢献
できるよう努めてまいります。最後に、この能登の被
災地研修・ボランティア活動を企画、実施、参加して
くださったすべての方々に心より感謝申し上げます。
ありがとうございました。

写真 -1　出発時の集合状況

写真 -2　内灘町の被災状況

図 -1　液状化と速報流動の仕組み（イメージ）

写真 -3　夜の勉強会の様子

写真 -5　ボランティア活動の様子

写真 -6　解散時の集合写真

写真 -4　ボランティア活動の集合写真

村田 もえ  中央開発株式会社 関西支社
今回の活動を通して自然災害の怖さや被害の大きさを改

めて感じました。自分にもいつか降りかかる災害に備えな
ければならないという思いが一層強くなったのです。また、
一人でも被災する方が減るよう日々の業務に励みたいと思
いました。被災地の一日も早い復興を願っております。

奥田 大志  株式会社エイト日本技術開発 関西支社
本活動で最も記憶に残っているシーンは、液状化被害に

よる内灘町の現場視察です。地面がひび割れ、家が傾き、
地震の恐ろしさをひしひしと感じる現場でした。被災地に赴
くという初めての経験をすることで、災害に強く、人が安心
して過ごせる社会を作る必要があると、改めて感じました。

感  想

安田 啓吾 活動団団長

能登被災地研修・ボランティア活動
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地
じ

震
し ん

1  はじめに
日本はこれまで何度も大きな地

じ

震
しん

に見
み

舞
ま

われて
きました。最

さい

近
きん

では平成23年3月に東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地震（東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

）が、平成28年4月に熊
くま

本
もと

地震が、令和6年元日に能
の

登
と

半
はん

島
とう

地震が発生し、
大きな被

ひ

害
がい

が出ました。近畿地方でも30年前の平
成7年1月に兵

ひょう

庫
ご

県
けん

南
なん

部
ぶ

地震（阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

）
が発生し、6,000人を超える人々が亡くなっていま
す。

また、それほどの被害がなくても、大きな揺れをと
もなう地震は毎年何回も発生しています。大きな地
震は日本中のどこでいつ起きるかわかりません。自
分や家

か

族
ぞく

の命を守るため、地震について勉
べん

強
きょう

してお
きましょう。

2  地震はなぜ起きるの？
日本列島にはなぜ、こんなに地震が多いのでしょう

か。そこには地震が起きる仕組みが関係しています。
地震には大きく二つのタイプがあります。
ひとつは海

かい

溝
こう

型
がた

地震です。次のような仕組みで地
震が起こります。

①海底（地かく、プレートといいます）が動いて陸
りく

地
ち

の下に沈み込む。
②陸地がひきずりこまれていき、その力がバネのよう

子どもたちにも
知ってほしい
地震災害のこと

1

にたまる。
③たまった力に耐

た

えきれなくなると地面がはじけて、
地震が起きる。

日本の近くでは4枚のプレートがぶつかり合って
いて、地震が多く起きる原因になっています。

特に、ユーラシアプレートとフィリピン海プレート
の境目では、繰

く

り返
かえ

し大きな地震が起きています。こ
れは南海トラフ地震と呼ばれ、近

きん

畿
き

地方でも大きな
被害が発生しています。

もうひとつは内
ない

陸
りく

型
がた

地震です。これはプレート運
動の力によって、地下の岩盤がずれ動くことで発生
する地震です。

阪神・淡路大震災は野
の

島
じま

断
だん

層
そう

と呼ばれる断層
が引き起こした地

じ

震
しん

です。このとき、横方向に1～
2m、縦方向に0.5～ 1.2m 程度、地面にずれが生
じました。この断層は兵庫県淡路市の北

ほく

淡
だん

震
しん

災
さい

記
き

念
ねん

公
こう

園
えん

内
ない

の野島断層保
ほ

存
ぞん

館
かん

に一部が保存されてい
るので、見学することができます。

３  地震による被害とは？
地震による被害には次のようなものがあります。

①揺
ゆ

れによる被害
地震が起こると、地面や建物が揺れます。この揺

れにより、建物や橋などが倒れたり壊れたりします。
高層ビルは、揺れで倒れないようにつくられていま

すが、室内の家具が移動したり倒れることがありま
す。東日本大震災では、震

しん

源
げん

から遠く離れた大阪市

住
すみ

之
の

江
え

区
く

南
なん

港
こう

北
きた

にある超高層ビルの大阪府咲
さき

洲
しま

庁
舎でも大きな揺れが発生し、エレベーターが停止し
て人が閉じ込められてしまいました。また、地震で揺
れたときに斜

しゃ

面
めん

が崩れて被害が出ることもあります。
②火災による被害

大きな地震が起こると、壊れた建物などから火災
が発生することがあります。

阪神 ･ 淡路大震災では、神戸市街地で7000棟
むね

近い建物が焼けました。火災の多くは、電気が復旧
したとき、がれきの下にあった電気ストーブなどから
出火したといわれています。

③その他の被害
地震の際、地面が液

えきじょうか

状化という現象を起こすこと
があります。また、海底で地震が起こると津波が発
生することがあります。液状化や津波については、こ
の後のページに詳しい説明があります。

４  地震が起きたらどうすれば良いの？
地震が発生すると気象庁から緊

きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

が
発表され、テレビ、ラジオ、スマートフォンなどに表示
されます。速報が出たときにはすでに地震が起きて
いることもあります。逆に地震が起こるまで余裕が
あったとしても、長くて数10秒しかありません。

緊急地震速報を受け取ったときや大きな揺れを
感じたときは机やテーブルの下に入るなど、まず自
分の身を守りましょう。揺れがおさまってから台所や
ストーブなどの火の始末をし、必要があれば速

すみ

やか
に避

ひ

難
なん

しましょう。それには避難ルートをあらかじ

め確保しておくこと
が大切です。地震
で建物が歪

ゆが

んでド
アが開きにくくなる
こともあります。ま
た、大きな地震の
後には余

よ

震
しん

と呼ば
れる地震が連

れん

続
ぞく

し
て起きることがあるので注意してください。

5  地震に対する備
そな

えとは？
地震はいつ起きるかわかりません。身の回りにど

んな危
き

険
けん

があるのか、あらかじめ考えてみましょう。
例えば、棚の上にあるものを安全な場所に移動する
ことで地震によるケガの危険を避

さ

けることができる
かもしれません。

6  おわりに
日本の周辺では大きな地震災害が繰り返し起こっ

ています。自分たちの住んでいる地域にどんな危険
があるのか、家族で話し合っておくことも大事です。

地
じ

震
しん

のクイズ

問題1. 地震が起きたとき、家でテレビを見
ていました。あなたはどんな行動を
取ったら良いでしょうか？

①急いで外にとび出てまわりの人を押しのけ
てでも、とにかく早くにげる。

②停電が起きたり、ガスが止まったら困るの
で台所のコンロに火をつける。

③机やテーブルの下にもぐるなど、身を守る。

問題2. 地震がおさまったあとはどんな行動
を取ればよいでしょうか？

①外で被害がないか気になるので、割れた窓
から外を見る。

②ドアをあけて、避難の準備をする。
③避難をする前に倒れた家具を片づける。

図 -2　日本列島の周りにあるプレート

図 -1 海溝型地震の起こる仕組み

写真 -1　阪
はん

神
しん

･ 淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

で発生した火災
（「日本ってどんな国」全国地質調査業協会連合会）

＜答え＞　問題1.　③　　問題2.　②

②陸地が引きずり
　込まれる

③地
じ

震
しん

が起きる
陸地

海

①海底が動く
海底
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昔昔 昔昔液
え き

状
じ ょ う

化
か

1  はじめに
最近、「液

えきじょうか

状化」という言
こと

葉
ば

を耳にしませんか？
「広

こう

範
はん

囲
い

に液状化被
ひ

害
がい

が発生！」などと、テレビや
ニュースで話題にされることが増えています。

液状化が起こると、道路がデコボコになったり、
家や電柱が傾いたりします。液状化とは、いったい
どのような現

げん

象
しょう

なのでしょう。いっしょに勉強して
いきましょう。

2  液状化はなぜ起きるの？
大きな地震が発生すると、地面から水が吹

ふ

き出
だ

し
たり、地面がドロドロのヘドロ状になったり、地面が
クネクネと波を打ったりすることがあります。こうし
た現象を「液状化」といいます。

地震が起こるとなぜ液状化が生じるのでしょう
か？　以下のバケツの例を見てみましょう。

子どもたちにも
知ってほしい
地震災害のこと

2

つまり液状化とは、ふだんはしっかりしている地
盤が地震によって泥

でい

水
すい

状
じょう

態
たい

になることをいいます。
町ではどんなことが起こるのかな？　下図を見てみ
ましょう。

３  液状化しやすい場所は？
液状化が発生するには、3つの条件があります。

①地盤が均一な砂で構成されていること
②砂がゆるく堆

たい

積
せき

していること
③地下水位が高く地表近くに分布していること

このような条件に当てはまるのは、図 -3のような
海辺、埋

うめ

立
たて

地
ち

などの臨
りん

海
かい

地
ち

、そして河
か

川
せん

敷
じき

、自
し

然
ぜん

堤
てい

防
ぼう

、旧
きゅうかどう

河道、大きな川の河
か

口
こう

にある平野部です。こ
れらの場所には、比較的粒の大きさがそろった、き
れいな砂粒がゆるく堆積しています。

４  液状化による被害とは？
次に過去の地震で液状化が発生した現象を見て

みましょう。阪
はん

神
しん

淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

や東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災、能
の

登
と

半
はん

島
とう

地
じ

震
しん

では、道路面に泥水が噴
ふんしゅつ

出したり（写真
-1）、マンホールの浮き上がり（写真 -2）、家屋や電
柱の傾

けい

倒
とう

（写真 -3）が見られました。

5  私たちの家は大丈夫？
家が倒

とう

壊
かい

するのは、ほとんどが大きな地震の揺れ
によるもので、液状化がふつうの住宅に致

ち

命
めい

的
てき

な被
害を与える可能性は小さいといえます。しかし、能登
半島地震では、一部に建物が倒壊した例もあるので
油
ゆ

断
だん

は禁
きん

物
もつ

です。ハザードマップで自分の家の周囲
は心配がないかどうか確認してみましょう。

6  液状化に対する備えとは？
私たちの住んでいる町が液状化の被害を受けてし

まったら大変です。けれども、被害を防ぐことは可能
です。対策は次の二つです。
①地盤を改

かい

良
りょう

して、液状化を起こりにくくする。
②液状化が生じても建物が倒れないよう、丈夫にす

る。

7  おわりに
国や自治体は液状化対策を進めていますが、私た

ちがまずできるのは、自分たちの町が液状化するよ
うな場所なのかどうか知ることです。そこで暮らす
人、働く人が、自らの町を知ることが、液状化の被害
から逃れるための第一歩なのです。

問題1. 液状化が発生すると地
ち

上
じょう

の車はどう
　　　 なるの？
① 沈

しず

む　② 浮
う

かぶ　③ 変
へん

化
か

なし

問題2. 液状化がしやすい場所はどんなとこ
　　　 なの？
① 山　② 平

へい

野
や

部
ぶ

　③ 台地

図 -1  バケツの例で見る液状化現象

図 -2  町で発生する液状化現象

図 -3  液状化しやすい場所

写真 -1  阪神淡路大震災（平成 7 年 1 月 17 日）

写真 -2  東日本大震災（平成 23 年 3 月 11 日）
（株式会社エイト日本技術開発提供）

写真 -3  能登半島地震（令和 6 年 1 月 1 日）

＜答え＞　問題1.　①　　問題2.　②

液状化って
なに？

液状化って
なに？

液状化って
なに？

液状化って
なに？

こんな場所は
要注意！

❶バケツに水を入れ、砂でうめる。
❷グラグラゆすってみると…。

ゆれると砂つぶどうしのすき間が。
なくなり、水が出てくるんだ。

バケツで起きたことが
町で起こると…

昔、海や川だった場所などは
液状化しやすい

地面から水が！
道路がでこぼこになったり、家がかたむくことも。

ゆらすとゆらすまえ ゆらしたあと

グラ

グラ

砂

水

水
水

砂つぶ砂つぶ

グラ

グラ

バケツの砂 = 地面

バケツの水 = 地下水や地面にしみこむ水

地下の水が
出てくる！

グラ

グラ

昔 昔

液状化のクイズ

すき間の水が
出てきた！
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津
つ

波
な み

1  はじめに
このところ日本では、地

じ

震
しん

による津波の心配も高
まっています。平成23年3月の東北地方太平洋沖
地震（東

ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

）や令和6年1月の能
の

登
と

半
はん

島
とう

地
じ

震
しん

では大きな津
つ

波
なみ

が発生し、多くの人が被害を
受けました。日本の海岸では今後も、地震にともな
う津波の発生が予

よ

想
そう

されます。津波についても勉強
して自分の命を守りましょう。

2  津波はなぜ起きるの？
津波は、海

かい

底
てい

で地震が発生したときに、海
かい

水
すい

が大
きく揺

ゆ

れ動
うご

くことで起こります。津波発
はっ

生
せい

のメカニ
ズムは以下のとおりです。
① 海の底にあるプレートが動くと、海水がその影

えい

響
きょう

を受けて持ち上げられます。
② このとき、海水が一気に押し上げられるため、大
きな波が発生します。
③ 発生した波は周りに広がり、陸

りく

地
ち

に来るときに
は非常に高い波になります。

この高い波が津波となり、陸地に大きな被
ひ

害
がい

をも
たらします。津波は、何回もくり返しやってくるので、
1回来たからといって安心はできません。

子どもたちにも
知ってほしい
地震災害のこと

3

３  津波による被害とは？
① 津波で多くのものが流されます。

津波は高い波となって陸地に押し寄
よ

せ、建
たて

物
もの

や
道路にぶつかります。その力は非常に強く、車や船
などは簡単に流されてしまいます。実

じっ

際
さい

、東日本大
震災では、津波で多くの家が流されました。家を
失った人々は避

ひ

難
なん

所
じょ

で生活しなければなりません
でした。

② 津波のパワーで地形が変わります。
くりかえし津波が来ると、砂

すな

浜
はま

や堤
てい

防
ぼう

が削られて
しまいます。これにより海

うみ

辺
べ

の地
ち

形
けい

が大きく変わり、
洪
こう

水
ずい

が起こりやすくなることがあります。

４  地震が起きたらどうすれば良いの？
① 早く逃

に

げる
　津

つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

や注
ちゅう

意
い

報
ほう

が発表されたら、すぐに高い場
所や避難所へ避難しましょう。自分や家族の身を守
るために、素

す

早
ばや

い行動が必要です。
② 高い場

ば

所
しょ

へ逃
に

げる
津波は非

ひ

常
じょう

に速く進むため、低い場所にいると逃
げ遅
おく

れる可
か

能
のう

性
せい

があります。高い場所や、がんじょう
な建物の上の階へ逃げると安全です。

5  津波に対する備
そな

えとは？
① ハザードマップの確

かく

認
にん

　避難ルートや避難場所を家族や学校の先生と調
べておきましょう。ハザードマップを事

じ

前
ぜん

に確
かく

認
にん

して
おくことで、スムーズに避難できます。

② みんなと助け合う
地震や津波から命を守るためには、自

じ

助
じょ

、共
きょうじょ

助、公
こう

助
じょ

の3つが大切です。家族や学校で津波から安全に
逃げる計

けい

画
かく

を立てておきましょう。

③ 避難バッグの準
じゅん

備
び

非
ひ

常
じょう

食
しょく

や飲み水、懐
かい

中
ちゅう

電
でん

灯
とう

、医
い

薬
やく

品
ひん

などを入れ
た避難バッグを準備しておきましょう。避

ひ

難
なん

時
じ

にすぐ
持ち出せる場所に保

ほ

管
かん

しておくことが大切です。
④ 学校や地

ち

域
いき

の防
ぼう

災
さい

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

学校や地
ち

域
いき

の防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

・防
ぼう

災
さい

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

し、津波発生時の具
ぐ

体
たい

的
てき

な対
たい

策
さく

を学びま
しょう。実

じっ

際
さい

に津
波が起こったらど
うなるか予

よ

習
しゅう

して
おくと、あせらず
に行動することが
できます。

6  おわりに
津波は大きな力を持っていて、命を守るためには

日ごろの備えが大切です。ふだんから津波につい
て学び、家族や友だちと避

ひ

難
なん

方
ほう

法
ほう

を話し合いましょ
う。

問題1. 津波は何回くらいやってくる？
① １回　② ２回　③ 何度も来る

問題2. 津波は陸の近くに来ると、その波は
どうなる？

① 陸までは来ない
② いつもと変わらない
③ 高くなる

問題3. もし海辺で遊んでいるときに地震が
起
お

こったらどうする？
① 急

いそ

いで高い場所へ、避難する
② 珍

めず

しいから、その場で様
よう

子
す

を見る
③ 低

ひく

い場所へ、避難する

＜答え＞　問題1.③  問題2.③  問題3. ①

図 -1  津波のメカニズム

図 -2  津波が陸地に押しよせるイメージ図

写真 -1  大阪府高石市の津波避難タワー
( 高石市総合防災マップより引用 )

図 -5  避難バッグ

図 -3   津波ハザードマップ
（大阪市此花区 水害ハザードマップより引用）

図 -4  自助・共助・公助により命を守る
( 高石市総合防災マップより引用 )

津
つ

波
なみ

のクイズ

陸側のプレート

はね上がる

海側のプレート

地震

津波
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協会：工事中事故や工事変更・延長等の事業損失の原因の一
つである地質リスクを抑制し、事業のコスト削減や安全性を確
保するために発注件数の増加をお願いします。
地整：事業を進める上で地質リスクの低減を意識しながら必
要な時期に適切に業務を発注していきます。
協会：発注規模の大型化で件数が減少しています。地域業者
を含め多くの地質専門企業が受注できるよう大型案件（発注
金額5,000万円以上）の細分化を要望します。
地整：可能な限り細分化をしていきますが、地域でも都市部と
地方部では異なります。発注規模や地域要件なども含め、どの
ような単位、条件であればバランスよく受注できるのかなどを
意見交換したいと考えています。

協会：地質調査は電波が届かない山間部などで行うこともあ
り、遠隔臨場では衛星通信の利用など関連設備が必要です。
現状は遠隔臨場やBIM/CIMについて業務ごとの見積等で対
応されています。DXを加速するためBIM/CIMのシステム統
一やプラットホームの整備、場合によってはソフトやそれを動
かすシステムの貸与など一層のサポートをお願いします。現場
作業の自動化や効率化などに寄与する新技術の開発・活用を
促すためには経費率の追加や助成、業務評価点向上、総合評
価の加点などインセンティブも必要であり、併せて検討をお願
いします。
地整：特に遠隔臨場に関わる費用は調査費の中に積み上げで
計上し、設計変更にも対応しています。通信環境の影響で不可
能な現場を除き、「低軌道周回衛星インターネットサービス」な
ども積極的に活用していきたいと考えています。

協会：昨年度に要望しました「現場作業時期の平準化」「地質
リスク調査検討業務の項目計上」「先行ボーリングの本孔と試
験・サンプリング孔の別途計上」に関しても、引き続きの推進
と自治体への水平展開をお願いします。
地整：平準化は厳しく事務所とやりとりしており、年々改善傾
向にあります。今後は熱中症対策等による夏季の稼働損失を
見据えた2～5月の稼働率向上など、他の対策も絡めたより良
い平準化の在り方を考えていきます。協会側からも提案をお
願いします。
協会：改善に向けた継続的な取り組みに加え、熱中症対策な
ども意識した平準化の検討をありがたく思います。引き続きの
対応をお願いします。

協会：地域業者は業務実績や表彰案件が少なく、総合評価方
式の業務では広域企業が有利になります。地域業者が多い地
域での発注と地域要件で加点評価する当該地域の解釈を、府
内や県内と限らず、隣接する府県に拡大していただくようお願
いします。
地整：事務所には地域要件や業務チャレンジ型の採用などで
幅広く地域業者が受注できるよう対応を指導しています。地域
の実情を示し、情報を共有した上でどのような対策が望ましい
のかを協会からも提案していただきたい。我々もそれを踏ま
えた上で事務所を指導するという形が望ましいと思います。タ
ッグを組んでより良い環境を作っていきたいと考えています。

協会：近年は猛暑日も増え、作業環境は過酷です。我々の仕事
は冷房が効いた休憩室を設けることが難しい現場も多く、細か
に休憩を取る必要があるため、生産量が低下します。実情に応

令和6年度   近畿地方整備局・一般社団法人関西地質調査業協会
一般社団法人 関西地質調査業協会

2025年2月19日（水）16:00～18:00
場所：大手前合同庁舎6階  災害対策関連室

議事次第 出席者

挨拶
近畿地方整備局 企画部長  髙橋 伸輔
(一社)関西地質調査業協会 理事長  小宮 国盛

全国地質調査業協会連合会の
活動状況報告
(一社)全国地質調査業協会連合会 専務理事  須見 徹太郎

情報提供
近畿地方整備局

意見交換
テーマ１：地質調査業務の発注量確保と
　　　　 細分化等について
テーマ２：地域業者の活用について
テーマ３：現場の環境改善について（酷暑対応）
テーマ4：DX推進等に係る設備費や技術費用
　　　　 の計上方法の見直しについて
その他：  参考議題

情報提供・活動報告
関西地質調査業協会

閉会挨拶
(一社)関西地質調査業協会 副理事長  田中 謙次

意見交換会　0000　意見交換会

髙橋企画部長のご挨拶 小宮理事長の挨拶

近畿地方整備局
髙橋 伸輔
矢野 則弘
森本 和寛
川尻 竜也
犬丸 　潤
本田 　明
直井 克己
後藤 啓太
酒井 直樹

企画部長

統括防災官

総括防災調整官

技術調整管理官

技術開発調整官

技術管理課長

技術調査課長

技術管理課長補佐

技術管理課
基準第二係員

(一社)関西地質調査業協会
小宮 国盛
田中 謙次
大久保 伸介
奥田　 悟
桜井 賢知
小林 誠二
岩瀬 信行
前田 直也
甲斐 誠士
窪田 博之
野尻 峰弘
所　 達弘
束原　 純
三嶋 信裕
早草 徹也

(一社)全国地質調査業協会連合会
須見 徹太郎

理事長

副理事長

副理事長・防災委員長

理事・総務財経委員長

理事・副委員長

理事・副委員長

理事・技術委員長

理事・副委員長

理事・副委員長

理事・広報委員長

理事・副委員長

理事・副委員長

相談役

広報委員

広報委員

専務理事

意見交換会

主な意見交換内容

発注量確保と細分化等について

地域業者の活用について

現場の環境改善について
（酷暑対応）

その他

Theme

テーマ

1

Theme

テーマ

2

DX推進等について
Theme

テーマ

4

1

2

3

4

5

6

2025年2月19日、大阪市中央区の大手前合同庁舎で
近畿地方整備局との意見交換会を開催しました。協会
から小宮国盛理事長ら役員と広報委員の15人、近畿
地整から高橋伸輔企画部長をはじめ9人が出席。地質
調査業の安定的経営基盤の確立に向けた業務発注量
の確保や地域業者の活用、生産性向上に不可欠なDX
の推進など業界が抱える諸課題について活発に議論
しました。全国地質調査業協会連合会の須見徹太郎
専務理事も参加しました。

テーマ

Theme
3

じて不稼働分の補填を検討をお願いします。
地整：本省にも伝えます。実態を踏まえて改善していくことが
大切です。本年度から業務管理費に費用を含むことになりま
したが、その他にどのような対策、仕事の仕方が望ましいのか
など、さらに知恵を絞っていく必要があると考えています。
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高石市立高陽小学校
防災フェスティバル開催報告

関西地質調査業協会イベント

1  防災フォーラム
①基調講演

防災の専門家である関西大学環境都市工学部都
市システム工学科非常勤講師の束原先生による基
調講演です。「高石市の地震災害を考える」と題し
て、南海トラフ地震の予測や過去に発生した同様の
地震（昭和南海地震等）を例に、地震の規模や時間
的な発生間隔、津波などの地震被害や発生する液
状化現象などについて詳しく説明されました。高
石市でも大きな津波が予測されています。しかし、
津波は地震が発生してしばらくしてから到達するこ
ともあり、各自が落ち着いて情報を取り入れ、自助・
共助を意識して、子どもたちや高齢者を、近所で助
け合いながら避難することが重要だと、講演から学
びました。

②特別講演
高石市として災害発生時に状況を住民へ周知す

る体制を整えていることについて防災担当者から報
告がありました。また、幅広い年代や高齢者・幼児
など様々な方が避難してくる避難所などでは、自助・ 写真 -4　運動場でボーリングマシンの実演

公助の意識を持つことの重要性について説明され
ました。　

2  地質や防災の出前授業
全校児童約320人を6教室に分けて、地質や防

災に関する体験学習や授業を行いました。子どもた
ちは、兄弟学年（1年と6年、2年と4年、3年と5年）
のグループ単位で行動することで、共助の大切さも
学びました。
①「地震」と「津波」のひみつ！

地震と津波の
被害、津波実験
装置による普通
の波と津波の違
い、災害時の身
の守り方などを
動 画やクイズ、
VR ゴーグルで体験しました。
②地面の下には何がある？

運動場でボーリングマシンを用いて、掘りたての
土を観察しました。また、教室では寒天で作った模
型で「地層」の重なりについて勉強しました。

③グラグラとドロドロ（液状化現象）
液状化とは地震の振動（グラグラ）により、地表面

から水が湧き出し、地面がドロドロとなる現象です。
液状化実験装置を用いて液状化現象を体験し、高
石市のハザードマップについても説明を受けました。

④土とりゲーム
子どもたちでも操作できるミニマシン（ボーリング

マシン）を動かしました。また、教室では大阪周辺の
地盤や地層に含まれる化石について勉強しました。

⑤「雨のいたずら」と「ドキドキゲーム」（洪水・斜面
　 災害）

大雨が増えた原因や雨によって引き起こされる河
川氾濫についての説明を受けました。また、がけ崩

れなどの斜面災害について、ゲーム感覚で体験でき
る実験装置を使って各班で対戦をしました。
⑥「泥だんご」をつくろう

フルイ実験による土の粒度（粒の大きさ）につい
て学びました。実際に土に触れて泥だんごを作りま
した。

3  おわりに
本フェスティバルで、参加者は親子で南海トラフ

地震への備えについて理解を深め、防災の具体的
な取り組み方法を学ぶことができました。また、私
たちも多くの地域住民の参加を得て、地域全体の防
災力向上に寄与できたものと考えています。

最後となりますが、フェスティバルの開催にあたり
協力をいただいた高石市立高陽小学校の校長先生
や教員の皆様、高石市総合政策部危機管理課の皆
様に、この場を借りてお礼申し上げます。

令和6年9月5日、関西地質調査業協会は、大阪府高石市立高陽小学校で防災フェスティバルを
開催しました。テーマは、南海トラフ地震や大雨・台風などの大規模災害が発生した時に「地域の子
供たちを守ること」、そして防災教育として「地質や防災について学んでもらうこと」の二つです。

保護者や地域の方には体育館で専門家や高石市の防災担当者による防災フォーラムを、全校児
童に対しては各教室で地質や防災に関する出前授業を行いました。

◆ ◆ ◆  児童からの感想  ◆ ◆ ◆
・地面にはいろいろな土があると初めて知りました。
・大きな地震が来たら津波が来るから絶対に油断をし

てはいけないと思いました。
・地面を掘るボーリングという道具がすごかったです。
・地震が起きたら防災フォーラムで学んだことを思い

出したいと思います。
・教えに来てくださり、ありがとうございました。
・泥団子で大きなものを作れて楽しかった。

児童からのお礼の手紙

写真 - 5　実験により液状化現象を体験

写真 -6　児童によるミニマシンの操作

写真 -7　補強土工の実験装置

写真 -8　大きな泥だんご

写真 -3　普通の波と津波の説明

写真 -2　束原先生による基調講演

写真 -1　防災フォーラムの様子

関西地質調査業協会イベント関西地質調査業協会イベント25 26
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●はじめに
3度目の受験で令和5年度「地質調査技士（現場技術・管理

部門）」資格検定試験に合格することができました。今後、受験
される方の参考になればと思い、合格体験記を記します。
●受験動機

入社3年目に受験資格を満たすということで、会社から受験を
勧められました。当初はどういった資格か分からず、とりあえず受
けてみるといった感じでした。しかし、勉強するうちに、重要な資
格であり、普段の業務だけでは身につかない知識が得られると
感じたため、改めて勉強に励み、試験に挑みました。
●試験対策

1度目の受験時は勉強期間が短く、過去問を見る程度の対策
しかできませんでした。2度目は社内の講習会に参加し、選択問
題を重点的に勉強しました。選択問題は出題頻度の高い問題か
ら優先して勉強しました。3度目は受験者講習会に参加し、選択
問題に加えて記述問題の対策を行いました。講習会では講師の
方が重要なポイントに絞って解説されたので、短時間で充実した
講義を受けられました。また、テキストは講習会で説明しきれな
かったこともまとめられており、その後の勉強に非常に役立ちま

●はじめに
令和6年度「地質調査技士（現場調査部門）」検定試験を受験

しました。受験資格を得るまでの5年間、先輩機長に叱られなが
ら現場経験を積み、最初の受験で無事合格できました。以下の
経験談が、これから合格をめざす方々の参考になれば幸いです。
●受験動機

私は現在、ボーリング現場で機長補佐をしています。入社当初
はこの資格について詳しく知りませんでしたが、会社には取得し
ている先輩方も多く、私も若いうちに資格を取得しておきたいと
いう思いがあり、受験を決意しました。
●試験対策

私が実践した試験対策は下記の3点です。
•過去問を全問正解できるまで繰り返し解く

過去問は公開されているので、過去3年分の問題を全問正解
できるまで、繰り返し解きました。ある年度の問題が全問正解で
きるようになっても、別の年度の問題では少し言い回しが変わっ
たり、適・不適の判断が逆になったりすることがあります。そのた
め同じような問題でも間違えることがあるので、3年分を確実に
理解することで6割以上正解できるようになると思います。また、
問題冒頭にある法律関係の設問は普段の業務では扱わないた
め、あまり時間をかけず、業務に関係する現場の問題を重点的に
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した。
選択問題では普段の業務とは異なる分野の知識も問われる

ため、幅広く勉強することが必要になります。参考書としては、
「ボーリングポケットブック」「ボーリング野帳記入マニュアル」
「土質試験 基本と手引き」等を使用しました。

分からない問題は本やインターネットで調べると思いますが、
上司や同僚に聞くことも一つの手だと思います。過去に受験経
験のある方や一緒に受験する方とコミュニケーションが取れ、勉
強のモチベーションアップにもつながると思います。

記述問題に関してはあらかじめ答えを用意し、書いて覚えるこ
とに尽きます。暗記の必要な細かい数値などは試験前日や当日
にもう一度確認するようにしました。
●おわりに

時間はかかりましたが、合格できてほっとしています。受験で
身につけた知識や心得を今後の業務等で生かし、技術者として
社会に役立てるよう努めていきます。

理解していくことをお勧めします。
•週1回の対策勉強会 

試験の1か月前から毎週1回1時間の web 勉強会に参加し、
先輩方の指導のもと、過去問を解きながら知識を深めました。私
は自発的に勉強するのが苦手なので、この勉強会がよい機会に
なり、社内の受験仲間と切磋琢磨しながら勉強できました。
•問題文や選択肢の内容を理解する 

適・不適の選択が問題によって異なるため、その問題文と選
択肢の内容をきちんと理解して解答することが必要です。過去問
を見ると、同じような問題内容でも年度によって適・不適を入れ
替えたり、選択肢の文章を微妙に変えています。そのため、この
ような意味の取り違いから失点するのを、極力避けるよう心がけ
ました。
●おわりに

今回同時に受験した弊社の外国人社員は惜しくも合格できな
かったので、次回以降に彼らが合格できるようにサポートしてい
きたいと思います。

地質調査技士合格体験記

令和6年10月4日に開催された「新名神高速
道路梶原トンネル工事区間と三川合流部 現地見
学会」に参加しました。関西地質調査業協会、日本
応用地質学会関西支部、関西地盤環境研究セン
ターの三団体合同見学会です。

本見学会では3か所の現場を見学しました。
最初に、新名神高速道路梶原トンネル現場を訪

ねました。施工者である清水建設のDX化の取り組
みを学び、トンネル工事現場を見学しました。DX
化に関しては、名神高速道路をまたぐ工事用仮桟
橋の構築に3Dモデルを活用した仮想空間でVR
施工検討を行い、工事開始前に受発注者間でシ
ミュレーション体験をしておくことにより、事故リス
クの抽出、施工中のトラブル防止、危機意識の向上
に役立てていました。実際に危険な箇所について
VRを使用して共有することで安全意識が高まると
いうことで、非常に興味深い取り組みでした。

次に淀川河川公園の「さくらであい館」で、淀川
上流の三川（木津川・宇治川・桂川）合流部を訪れ
ました。木津川・宇治川・桂川は流域が比較的近
接していたことから洪水が多発し、江戸期以降多く
の治水事業が繰り返されたそうです。現在のこの美
しく調和した河川景観は、長年続けられてきた治水

写真 -1　さくらであい館からみた様子（左：木津川、右：宇治川）

写真 -2　梶原トンネル坑口遠景
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工事の努力の結果といえます。さまざまな要因が
組み合わさってできた三川合流の歴史、風景にはと
ても興味を惹かれました。

最後に見学したのはサントリー山崎蒸溜所です。
入った瞬間にウイスキーの香りが広がりました。蒸
留所の歴史を学びつつ、ウイスキーの試飲もできま
した。予約困難と言われているスポットも含め、見
学会を企画・開催してくださった皆様に、感謝申し
上げます。

現場見学会報告
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福井県 京福コンサルタント（株） （0770）56-2345
 〒917-0026 小浜市多田11-2-1
 （株）サンケン試錐コンサルタント （0776）33-1001
 〒918-8112 福井市下馬3-2206-3 
 （株）サンワコン （0776）36-2790
 〒918-8525 福井市花堂北1-7-25  
 ジビル調査設計（株） （0776）23-7155
 〒910-0001 福井市大願寺2-5-18 
 （株）田中地質コンサルタント （0778）25-7000
 〒915-0082 越前市国高2-324-7  
 中央測量設計（株） （0776）22-8482
 〒918-8238 福井市和田2-1205 
 （株）帝国コンサルタント （0778）24-0001
 〒915-0082 越前市国高1-6-1 
 （株）ワカサコンサル （0770）56-1175
 〒917-0024 小浜市和久里３３-21  
滋賀県 （株）石居設計 （0749）26-5688
 〒522-0055 彦根市野瀬町37-1
 キタイ設計（株） （0748）46-2336
 〒521-1398 近江八幡市安土町上豊浦1030
 （株）国土地建 （0748）63-0680
 〒５28-0036 甲賀市水口町東名坂38-3
 正和設計（株） （077）522-3124
 〒520-0806 大津市打出浜3-7
 双葉建設（株） （0748）86-2616
 〒520-3302 甲賀市甲南町池田3446-3
京都府 （株）アーステック東洋 （075）575-2233
 〒601-1374 京都市伏見区醍醐西大路町44-32
 （株）関西土木技術センター （075）641-3015
 〒612-8415 京都市伏見区竹田中島町５
 （株）キンキ地質センター （075）611-5281
 〒612-8236 京都市伏見区横大路下三栖里ノ内33番地3
 （株）ソーゴーギケン （0772）46-5292
 〒629-2251 宮津市字須津1676-1
 （株）綜合技術コンサルタント （075）312-0653
 〒601-8304 京都市南区吉祥院前河原町1
 （株）地水コンサルタント （075）604-6933
 〒612-8488 京都市伏見区下鳥羽東柳長町28
 （株）花村コンサルタント （0774）21-5067
 〒611-0042 宇治市小倉町南浦9-8
大阪府 （株）アサノ大成基礎エンジニアリング関西支社 （06）6456-1531
 〒5５３-０００１ 大阪市福島区海老江5-2-2　大拓ビル5 2F
 アジア航測（株） 大阪支店 （06）4801-2230
 〒530-6029 大阪市北区天満橋1-8-30　OAPタワー29階
 （株）アテック吉村 （072）422-7032
 〒596-0051 岸和田市岸野町13-16
 (株)ウエスコ 関西支社 （06）4393-8014
 〒550-0015 大阪市西区南堀江1丁目18-4　Osaka Metro南堀江ビル7F  
 （株）エイト日本技術開発 関西支社 （06）6397-3888
 〒532-0034 大阪市淀川区野中北1-12-39
 応用地質（株） 関西事務所 （06）6885-6357
 〒532-0021 大阪市淀川区田川北2-4-66　大阪深田ビル
 （株）オキココーポレーション （06）6881-1788
 〒531-0064 大阪市北区国分寺1-3-4
 川崎地質（株） 西日本支社 （06）7175-7700
 〒550-００14 大阪市西区北堀江２丁目２番２５号　久我ビル南館８階
 基礎地盤コンサルタンツ（株） 関西支社 （06）4861-7000
 〒564-0051 吹田市豊津町12-32
 （株）KGS （072）279-6770
 〒599-8273 堺市中区深井清水町3761
 興亜開発（株） 関西支店 （072）250-3451
 〒591-8037 堺市北区百舌鳥赤畑町3-176 
 国際航業（株） 関西事業所 （06）7175-8733
 〒532-0003 大阪市淀川区宮原4丁目5番41号　新大阪第2NKビル
 サンコーコンサルタント（株） 大阪支店 （06）6121-5011
 〒541-0059 大阪市中央区博労町3-2-8　岩田東急ビル6階
 芝田土質（株） （072）332-9022
 〒580-0044 松原市田井城1-230
 （株）ソイルシステム （06）6976-7788
 〒537-0014 大阪市東成区大今里西1-8-3
 大日本ダイヤコンサルタント（株） 大阪支社 （06）6339-9141
 〒564-0051 吹田市豊津町5-3
 大和探査技術（株） 大阪支店 （06）6170-7100
 〒564-0062 吹田市垂水町3-13-13
 （株）地盤調査事務所 大阪事務所 （06）6373-6550
 〒531-0071 大阪市北区中津3-7-41　中津ヤマモトビル２Ｆ
 中央開発（株） 関西支社 （06）6386-3691
 〒564-0042 吹田市穂波町14-8

大阪府 中央復建コンサルタンツ（株） （06）6160-3362
 〒533-0033 大阪市東淀川区東中島4-11-10
 （株）東京ソイルリサーチ 関西支店 （06）6384-5321
 〒564-0062 吹田市垂水町3-27-10
 （株）東建ジオテック 大阪支店 （072）265-2651
 〒593-8321 堺市西区宮下町12-19
 東邦地水（株） 大阪支社 （06）6353-7900
 〒530-0035 大阪市北区同心2-4-17
 （株）日さく 大阪支店 （06）6318-0360
 〒564-0037 吹田市川岸町11-1
 （株）日本インシーク （06）6282-0331
 〒541-0054 大阪市中央区南本町3-6-14
 日本基礎技術（株） 関西支店 （06）6351-0562
 〒530-0043　大阪市北区天満1-9-14
 日本物理探鑛（株） 関西支店 （06）6777-3517
 〒543-0033 大阪市天王寺区堂ヶ芝1-3-24
 ハイテック（株） （06）6396-7571
 〒532-0003 大阪市淀川区宮原2-13-12　新大阪マスタニオフィション3F
 （株）復建技術コンサルタント 関西支店 （06）6266-2244
 〒541-0059 大阪市中央区博労町1-8-8　ピカソ堺筋本町ビル４F
 復建調査設計（株） 大阪支社 （06）6392-7200
 〒532-0004 大阪市淀川区西宮原1-4-13
 報国エンジニアリング（株） （06）6336-0128
 〒561-0827 豊中市大黒町3-5-26
 明治コンサルタント（株） 大阪支店 （06）7178-1659
 〒570-0083 守口市京阪本通1丁目3番7号
 （株）メーサイ （06）6190-3371
 〒564-0043 吹田市南吹田3-13-3
 （株）ヨコタテック （06）6877-2666
 〒556-0022 大阪市浪速区桜川1丁目1番32号
 （株）リークス開発 （0725）55-0123
 〒594-1101 和泉市室堂町13番10
兵庫県 国土防災技術（株） 関西支社 （078）221-2344
 〒651-0083 神戸市中央区浜辺通2丁目１番30号
 （株）西播設計 （0791）63-3796
 〒679-4161 たつの市龍野町日山229-1
 播磨地質開発（株） （079）282-3232
 〒670-0883 姫路市城北新町1-8-25
奈良県 （株）インテコ （0742）30-5655
 〒630-8122 奈良市三条本町1-86-4
 （株）シードコンサルタント （0742）33-2755
 〒630-8114 奈良市芝辻町2-10-6
 （株）阪神コンサルタンツ （0742）36-0211
 〒630-8115 奈良市大宮町2-4-25
和歌山県 （株）近代技研 （0736）62-6250
 〒649-6214 岩出市水栖390
 （有）熊野路測量設計 （0735）22-4990
 〒647-0081 新宮市新宮2317-20
 （株）白浜試錐 （0739）42-4728
 〒649-2211 西牟婁郡白浜町2302
 （株）新和ソイル （073）499-8155
 〒641-0001 和歌山市杭ノ瀬428-2
 （株）世紀工業 （073）489-2716
 〒640-1101 海草郡紀美野町長谷384-26
 （株）タニガキ建工 （073）489-6200
 〒640-1101 海草郡紀美野町長谷391-6

福井県 （株）ショベル （0770）64-5292
 〒917-0045 小浜市加斗17-6-1
大阪府 エムケイジオプラン（株） （06）6846-3101
 〒561-0894 豊中市勝部3丁目1-25
 （株）KANSOテクノス （06）6263-7363
 〒541-0052 大阪市中央区安土町1丁目3番5号
 （株）修成建設コンサルタント （06）6367-5620
 〒530-0055 大阪市北区野崎町7番8号 梅田パークビル8階
 日本水処理工業（株） （06）6363-6370
 〒530-0046 大阪市北区菅原町8-14
 (有)松本ボーリング （06）6790-3325
 〒547-0022 大阪市平野区瓜破東8-7-33
 （株）ユビロン・フアクト （06）6475-2366
 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島2丁目7番11号
兵庫県 阪神測建（株） （078）360-8481
 〒650-0017 神戸市中央区楠町6-3-11
静岡県 （株）扶桑工業 （054）631-7533
 〒426-0002 藤枝市横内800番地の30
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一般社団法人 関西地質調査業協会会員　

企業広告特集

企業広告特集 30

一般社団法人 関西地質調査業協会

29 一般社団法人 関西地質調査業協会 会員



本社　〒611-0042 京都府宇治市小倉町南浦9-8
 TEL(0774)21-5067（代）
 FAX(0774)21-5655
 URL http://hanamuraconsultant.com/

企業広告特集

企業広告特集企業広告特集31 32

一般社団法人 関西地質調査業協会



企業広告特集企業広告特集

企業広告特集企業広告特集33 34

一般社団法人 関西地質調査業協会



GEO CONSULTANT ANNUAL REPORT
関西地質調査業協会 協会広報誌　No.19［ 2025 年］

●発　行 ─ 一般社団法人 関西地質調査業協会
 〒 550-0004 大阪市西区靱本町 1-14-15（本町クィーバービル）
 TEL 06-6441-0056　FAX 06-6446-0609
 URL https://kansai-geo.jp
 E-mail info@kansai-geo.jp
●制　作 ─ 岩瀬 信行、甲斐 誠士、前田 直也、大久保 伸介、浅井 功、
 荒木 繁幸、束原 純、松浦 卓史、飯田 誠、今田 真治、杉原 普作、
 大藪 剛士、金村 和生、東 篤義、谷垣 勝久
●編　集 ─ 山本印刷所、ウメハラ原稿堂、 デザインハウス ティーズ
●印　刷 ─ 山本印刷所
●発行日 ─ 令和 7 年 5 月

編集後記
今回の GEO19号は、「盛土」を特集テーマとしました。盛土は

その名の通り土を材料とすることから経済的で劣化しにくく、かつ
修復も容易な「優れもの」といえます。それゆえ本誌に記載した宅
地や道路だけでなく、鉄道や堤防等多くのインフラ構造物で用い
られてきました。読者の皆様には、お住まいの地盤が気になる方
も多いと思いますが、この機会に、自治体や国土交通省の大規模
盛土造成地マップなどで確認するとともに、防災への意識を新た
にしていただければ幸いです。　

令和7年4月、待ちに待った大阪・関西万博が開催されます。
会場の夢

ゆめ
洲
しま

は海域を盛土（埋土）で造成した人工島です。特集に
ある道路盛土や宅地盛土と条件は少し異なりますが、盛土という
点では同じです。施工技術や安全性の担保にどのような工夫があ
るのか、そのあたりも注視しながら、実際に会場に足を運び、未来
を感じたいものです（ちなみに私は万博記念公園／太陽の塔に住

まいが近いので、春のお花見や秋の紅葉、日本庭園の散歩等でよ
く訪れています）。

当協会では、本誌でも紹介したように、新しい試みとして AI を
活用した地質調査・解析の研究を始めました。人材（働き手）不
足解消や働き方改革、生産性向上、業界の魅力づくりが目標です。
その進捗についてはまた本誌でご報告することとなるでしょう。今
後も、協会活動（防災訓練、防災啓蒙活動、防災授業、各種研究）
を通じて、安心安全な社会の実現に貢献していきたいと考えてい
ます。

最後になりましたが、今回執筆いただいた方々、関係者の皆様、
お忙しいなか尽力賜り、誠にありがとうございました。この場をお
借りして御礼申し上げます。

一般社団法人 関西地質調査業協会 
技術委員会副委員長　甲斐 誠士

提供：２０２５年日本国際博覧会協会

テーマ

いのち輝く未来社会のデザイン
●期間 2025年4月13日（日）〜2025年10月13日（月）  
●会場 大阪・夢洲

2025年4月、大阪・関西万博が大阪・夢洲で開催。
20年ぶりに日本で開催される国際博覧会。「いのち」をテーマに世界が一つの島に集まります。

2025年4月13 日 から2025 年
10月13日まで、2025大阪万博（正
式名称：2025年日本国際博覧会）
が、「いのち輝く未来社会」をテー
マに大阪・夢洲で開催されていま
す。最新の技術革新や持続可能な
社会のビジョンが展示され、国際的
な交流を促進し、世界的規模の課
題の解決に向けた情報を発信して
おります。開催地域だけでなく日本
全国で万博を盛り上げるために、地
域社会が一体となってさまざまなイ
ベントやプロモーション活動が行わ
れています。当協会会員企業におい
ては、夢洲の造成をはじめ、万博関
連施設建設のための地盤調査等を
行い、万博の開催に微力ながら寄与
させて頂いた他、万博 TDM パート
ナー企業として登録しております。


